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感想をお寄せく
ださい。
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一
度
失
わ
れ
た
歴
史
の
ま
ち
な
み
は
二
度

と
戻
す
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
ど
の
よ
う

な
地
域
に
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
。
歴
史
を
ど

の
よ
う
に
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
べ
き
な
の

か
。
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
た
め
に
、
市
と
市
内
の
大
学
な
ど
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る

　
　
　

歴
史
の
ま
ち
な
み

①敷際
◯歴史を感じさせる重厚さのある敷際にする、あるいは伝統的な意匠をとりいれましょう。
　例） ・板塀・築地塀にする。
　　 ・木や石、レンガ等の自然素材を用いる。
 ・格子戸・犬矢来などを取り入れる。
 ・生垣の場合は和風の趣や落ち着きを感じさせる樹種にする。
 　 

②建築物の外壁色
◯落ち着きのある色彩にしましょう。原色をさけ、素材自体が持つ色をいかしましょう。
　例） ・落ち着きのある色彩にする。（低明度・低彩度色、または白や灰色等の無彩色）
　 ・素材の色や伝統色をいかす（レンガ色、灰色、昔からなじみのある色）

③植栽
◯庭木や生垣のみどりなど和風の趣を大切にしましょう。
　例） ・地域の風土に応じた樹種を取り入れる。
  ・マツ・イヌマキ・ウメなどの歴史のまちなみになじむ樹種を取り入れる。
  ・日本的な仕立て樹形に整える。（丸づくり・段づくりなど）
 　 

瓦をのせた板塀や犬矢来のある通り
（内本町）

「丸づくり」に剪定された樹木が印象的
（南高浜町）

「段づくり」に剪定された樹木（西の庄町） ハクモクレンなどの花木も歴史景観によ
く調和する（南高浜町）

黄漆喰の民家（内本町） 伝統色の例漆喰の白や板塀の茶色、瓦の黒や
灰色がよく見られる色（内本町）

石材を使った敷際（吹田市内） 葉に密度があり緑量感のある生垣は落ち
着きを感じさせる（南高浜町）
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平
成
２８
年
９
月
１１
日
（日
）午
後
２
時
か
ら
、

浜
屋
敷
に
て
前
回
の
３
月
２
日
に
引
き
続
き

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
「第
二

回
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
座
談
会
の
テ
ー
マ
は
、
大
き
く
２
つ

で
前
回
の
お
さ
ら
い
を
し
た
後
に
２
つ
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
て
①
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら

率
直
な
地
域
へ
の
意
見
を
交
換
②
市
の
担
当

者
か
ら
前
回
の
座
談
会
を
踏
ま
え
て
作
成
し

た
「ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
素
案
」を
説
明
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

①
意
見
交
換
会

「自
己
紹
介
と
地
域
へ
の
想
い
」

　

集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
と
市
の
職

員
と
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
一
人
ず
つ
自
己
紹
介

を
行
い
な
が
ら
地
域
へ
の
想
い
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
は
「こ
の
地

域
か
ら
他
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
残
る
地

域
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
」「新
し
く
こ
の
地
域

に
来
た
人
に
も
、
誇
り
を
も
っ
て
住
ん
で
も
ら

い
た
い
。
」「ま
ち
な
み
を
残
し
て
い
き
た
い
が
、

観
光
地
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
」な
ど
様
々

な
想
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

景観を学ぶ
『吹一小』景観学習

ガイドラインの
　　　　　　意義とは？

意見を少し紹介！

  

　

　

　

　　

 

　平成２８年６月、吹田第一小学校で大阪大
学の協力を得て、三年生のみなさんと「まちの
色をさがそう！」の授業を行いました。この授業
では普段見逃している何気ない街の景観を学
んでもらうために、まちあるきをしながら景観
の中でも児童に分かりやすい「色」に着目して、
自分の住むまちの色をさがしてもらいました。
　まちあるきをした場所は商店街、住宅地や西
尾邸、旧街道などです。探した色の中から気に
入った色を選び、それを見つけた場所を絵にし
て、説明の文章を書いて情報カードを作りまし
た。子どもたちにとっては普段何気なく通学・遊
んでいるまちに様々な色がある事を知り、家に
帰り保護者とまちや景観について話す機会がで
きました。また、阪大生の分析から、「子どもは視
点が低い事から、まちの様子の感じ方が大人と
違うこと。」「子どもは門や塀の中の様子もまち
の景観を構成する要素だと感じている。」という
ことが分かりました。
　今回の取り組みで子どもだけでなく今のまち
づくりの担い手である親世代の地域を理解する
きっかけにもつなげることができたのではない
でしょうか。

②
意
見
交
換
会

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
素
案
の
説
明
を
聞
い
て
、
率
直

な
意
見
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

　

引
き
続
き
２
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

　

地
域
の
気
に
な
る
事
や
、
ま
ち
な
み
の
保
全
の

難
し
さ
、
歴
史
の
ま
ち
な
み
を
残
す
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
、
な
ど
幅
広
い
意
見
が
出
ま
し

た
。

意
見
共
有

　

意
見
交
換
の
後
、
違
う
テ
ー
ブ
ル
で
は

ど
の
よ
う
な
意
見
が
で
た
の
か
を
共
有

し
ま
し
た
。

　

①
１
班
『
ま
ち
の
景
観
を
残
し
た
い
。
新

し
く
入
っ
た
人
と
な
じ
め
な
い
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
ど
こ
ま
で
役
所
が
本
気
で
、
ど

こ
ま
で
気
持
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
の
か
。

新
し
い
建
物
が
で
き
る
と
き
業
者
を
ど
こ

ま
で
指
導
で
き
る
の
か
。
吹
田
市
と
し
て

の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
欲
し
い
。
補
助
金

も
含
め
て
。
大
き
な
シ
ス
テ
ム
。
』

　

②
２
班
『
行
政
が
も
っ
と
早
く
手
を
つ
け

る
べ
き
。
放
置
で
き
な
い
。
や
れ
る
範
囲

か
ら
や
っ
て
い
く
。
古
い
ま
ち
な
み
を
ど

う
残
し
て
い
く
の
か
、
浜
屋
敷
を
中
心
に

し
な
が
ら
街
道
沿
い
や
残
っ
て
い
る
と
こ

　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
例
に
と
る
と
、
「
千
里

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
指
針
は
地
域
に
広
く
知
ら
れ
て

お
り
、
法
的
規
制
で
は
な
い
も
の
の
、
事
業
者

等
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

内
本
町
・
南
高
浜
町
の
地
域
で
現
在
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
途
中
で
す
が
、
少
し
で
も
多

く
の
人
へ
の
周
知
が
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
固
め

る
こ
と
や
、
重
点
地
区
と
し
て
指
定
を
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
よ
り

多
く
の
方
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
み
ん
な
で

作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
座
談
会
等
へ
の
多
く
の
方
の

ご
参
加
・
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回

　

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　そもそもなぜガイドラインを策定するのでしょ

うか。前回お越し頂いた関西大学の岡絵理子

先生のお話によると、「まちなみは市が強制力

を持ってつくるものではない。建物は住民のも

のなので住む人が率先し、みんなで話合ってつ

くっていくことが重要。業者等に強制力で対する

のではなく、事業者や設計する立場の人などの

住民以外の人にもこのまちの考え方を伝える、

このまちのルールを伝えるという取り組みが大

事。ガイドラインはそのツールになる。」とおっし

ゃっていました。

　

　

住民以外の人に
　　　このまちの考え方を教える！

今
後
の
進
め
方

ろ
は
残
し
て
い
く
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
素
案
の
よ

う
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
現
し
て
ほ
し
い
。

地
域
の
理
解
や
協
力
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。

吹
田
の
旧
の
村
が
点
在
し
、
昔
の
景
観
が
残

っ
て
い
る
が
こ
こ
を
モ
デ
ル
と
し
て
や
っ
て
い

く
事
が
他
の
地
域
の
古
い
ま
ち
な
み
景
観
を

残
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。
』

■今後のまちなみづくりに関して　　

→　できるところから！！座談会の積み重ね

・法律で規制しなければマンション等が建ってしま

　う。

・保存対策が手遅れにならないようにしてほしい

・景観重点地区をもっと指定してほしい

・道路に面した門や塀を残す。

・素案のガイドラインの物件写真は殆ど「浜屋敷」　

　「旧西尾家」「石橋邸」等で占められる。それだけ

　景観が廃れている証拠。回復至難だ。

・それぞれ、地域に歴史文化が残っているが、新し

　く入ってきた人たちに、どう伝えるべきかが問題。

・現在のまち並み雰囲気を残したい。変わった家を

　建てることを好む人がいる。行政の指導や説明　

　ができないのか。

・この地域をモデルケースとして佐井寺、山田等の

　古いまちなみが残る地域にも広げていきたい。

・座談会の積み重ねが必要。

・市民団体と行政と住民が一緒にしていく。ガイドラ

　インをできることから実現していく。

・残っているものを残しながら。具体的な取り組み　

　を進めていく。

・神戸屋の隣を買い取って良い街並みをつくれば　

　良い。地域のモデルとなるモノを作ってほしい。

（上）意見交換会の様子。皆さんの様

々な想いが貼られています。まちなみ

を守る事から楽しそうなイベントまで多

くの意見が寄せられました。

（上）意見共有の様子。２時間では時

間が足りないくらい多くの意見が出ま

した。

（左）①前回のおさらい。関西大学

の岡先生のお話された事や学生

さんの意見等をおさらいしながら

他市の事例も少し紹介しました。

（右）②ガイドライン素案の説明の

様子。前回示したモノより内容を

深めたところを中心に説明しまし

た。

今年で３回目！！


